
 

 

 

 

 

 

 

子どもたちとの関わりを大切に 
新年度がスタートして、早２か月が過ぎようとしています。新型コロナウィルスの蔓延

は今もって収束の見通しはなく社会全体に閉塞感が漂う中ですが、地域社会においても

幼・保・こども園や学校現場においても、様々な活動が少しずつ動き出しています。今後

もしばらくは気が抜けない状況が続くと思いますが、青少年健全育成事業も状況を注視

しつつ、対策を講じながら諸活動に取り組んでいきたいと考えています。袋井市少年補導

センターでは、コロナ禍であっても、青少年が明るく元気に活躍できるよう、声掛け運動

や啓発運動を通して、子どもたちを見守り、励ましていきたいと思います。関係者の皆様

にもそれぞれの立場でお力添えいただけますよう、よろしくお願いいたします。 

 

◆ 本年度の青少年健全育成の重点 

  ・ＩＣＴ社会における課題への取組 

  ・体験学習の充実 
日常生活における、インターネットやデジタルゲーム等、ＩＣＴの普及  

に伴い、実体験を通して学ぶ機会がより重要になっています。 

袋井市では、これら課題に重点的に取り組みます。 

 

◆ 今後の情報提供について  少年補導センターだより「こえかけ」が変わります! 

 

 スマホアプリを活用して青少年健全 

育成に携わる関係者や団体間で、 

“いつでも” “簡単” “タイムリー” 

な情報共有を行います。 

詳細は別途（７月頃）ご案内予定です。 

その際には、ご登録をお願いいたします。 
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 これは５月５日（こどもの日）の静岡新聞朝刊に掲載された記事のタイトルです。 

子どもに関する明るいニュースが見つかるのではと期待して新聞を開いたのですが、目につ

いたのは、子どもの実態に関して警鐘を鳴らす内容ばかりでびっくりしました。いずれも、

目にすることが多い課題ですが、改めて内容に目を通すと、青少年健全育成に関わる事柄が

多く、見逃せないものばかりでした。 
 

❓ 「大麻」はそんなに怖いの・・・  この辺ではあまり聞かないけど 

 

 

 

 

 

 
   

❓ 子どもの自殺・・・  何が原因なの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020 年の大麻に絡む摘発は全国で 5,034 人で過去最多。そのうち 20 代以下

が約 7 割を占めるんだって。お隣の浜松市でも年々数が増え、中学生が関係してい

る例もあるそうですよ。私たちの身近にも迫ってきています。大麻には依存性があ

り、常習すると脳が委縮し精神障害をおこします。また、「ゲートウエー（入り口）

ドラッグ」とも呼ばれ、より強い刺激を求めて覚醒剤の使用につながるおそれもあ

ります。本当に怖いですね。 

年度の変わり目で環境が変わり、心身の疲労が蓄積することに加え、コロナによ

る休校や外出自粛等が重なったことで、子どもたちの心に歪みが生まれたのかな。

例年、５月の連休明けから青少年の自殺が増加する傾向にあるようです。子どもた

ちが発する SOS を見逃さず、子どもの気持ちに寄り添うことが大切 ですね。 

少子化問題は日本が抱える深刻な課題の一つで、経済面と社会面の両面に大きな影響があ

るといわれています。経済面では、少子化の進行は労働力が減少することを意味し、日本経

済に大きな影響を与えることは明らかです。一方、社会面としては、子どもの数が減ること

で、子ども同士の交流の機会が減ったり保護者の過保護化が進んだりして、子どもの社会性

が養われにくくなり、子ども自身の健やかな成長への影響が懸念されています。 

経済面への影響については国家レベルの対策が必要ですが、社会面については、私たち大

人が毎日の生活の中で子どもたちへの関わり方を考えていくことも大切です。目の前の子ど

もたちが健やかに成長し、将来自信をもって明るく元気に活躍できるように、子どもたちを

取り巻く環境を整備し、様々な関わりを通してその基盤となる力を身につけさせてあげられ

るように、できることから取り組んでいきましょう。 

「子どもの数４０年連続減少」 
14 歳以下の子どもの数は 1493 万人 ピーク時（1956 年）の約半数 総人口に占める割合は 11.9%  

「大麻摘発 5,000 人超 若者に危険啓発強化を」 
20 代以下が約 7 割 依存性があり常習すると脳が委縮 心の隙間を埋めるために安易に手を出す 

「コロナ禍子ども自殺急増」 
子どもの自殺が深刻化 昨年は小中高生が過去最多 子どもの気持ちに寄り添って耳を傾ける必要 



◆ 市内の子どもたちの現状（詳しくは次ページ参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

◆ 問題行動の表れ方に変化が・・・・ 

≪従来の表れ≫                ≪近頃の傾向≫ 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◆ 私たち大人が心掛けたいこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＣＴの急速な普及に伴い、社会には多くの情報があふれ、子どもたちを取り巻く環境は

日々大きく変化しています。このような大きな社会の流れの中で、子どもたちが安心して元気

に生活できるように、非行につながるような状況がないか見守ったり、情報との正しい付き合

い方を伝えたりする必要があります。  

また、ともすると人間関係が希薄になりがちな中、あいさつ運動や声掛け運動を通して積極

的に子どもたちと関り、私たちからの励ましや応援のメッセージを伝えたいものです。 

このような取組の積み重ねが、子どもたちの孤立化を防ぎ、子ども一人ひとりが生き生きと

活躍できる環境づくりにつながる ものと思います。 

 

        
不安やストレスを自己の内面

に向けて、社会的不適応をお

こす 
 

（不登校・ひきこもり・自傷行為・自殺 etc） 

〇市内の小中学校は、どこも非常に落ち着いている。楽しそうに活動する姿や授業に集中し

て一生懸命に勉強する姿がたくさん見られる。 

〇地域社会においても、あいさつがしっかりできるし落ち着いた様子が多く見られる。周囲

に迷惑をかけるような表われは減ってきている。 

しかし 

△ほんの一部だが、自分の置かれた環境になじめない子や不安やストレスをうまく処理でき

ない子が、様々な形で問題行動を起こしてしまう例がみられる。 

       
イライラや不安を外に 

向かって爆発させる 

 
 

（ 暴力・暴走行為・いじめ etc ） 

＜ このケースの場合、次のような特徴があります ＞ 
 
・人間関係作りが苦手で、周りの人間とうまく関われない子どもが多い 

・初期の段階では見えにくく、表面化した時には取り返しのつかないような状況になって

いるケースが多い。 

・インターネットや SNS がらみのトラブルが多い 



 

◆少年補導センターの定期補導から 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

◆袋井警察「生活安全課」から 

 

 

 

 

 

 
 

◆不審者情報 

 

 

袋井あやぐも学園地区（袋井中学校区） 

・堀越公園やめぐみ公園では、いつも多く

の小中学生が楽しそうに遊んでいます。

駐車場に飛びだす様子が見受けられたの

で、車等に注意するよう声を掛けまし

た。 

・ピアゴのゲームコーナーは、しばらく閉

鎖していましたが、新たに「ファンタジ

ープラザ」として５月 21 日から再開さ

れました。 

 

周南たちばな学園地区（周南中学校区） 
・ひかり公園やじぞう公園では多くの子ども

たちがおしゃべりしたり運動したりして楽

しんでいます。時々、森町の中学生が遊び

に来ている姿も見かけました。 

・パティオの店員さんから、子どもたちの良

い行いについて話がありました。 

＜例＞ 

 ＊落銭をきちんと届けてくれた。 

 ＊具合の悪い自販機の調整をしてあげた

ら、礼儀正しく挨拶してくれた。 

南の丘学園地区（袋井民南中学校区） 

・豊沢の丘公園は、いつも楽しそうに遊ぶ

親子連れの姿が見られます。居住区から

離れているためか、子どもだけで遊ぶ姿

はあまり見かけませんでした。 

・マックスバリュ－豊沢店では、コロナ禍

のためか子どもの姿はほとんど見かけま

せんでした。店員さんの話では、イート

インコーナーに来る子どもたちも、長居

をすることはなく、ほとんどが 30 分ほ

どで帰っていくそうです。 

浅羽学園地区（浅羽中学校区） 

・浅羽中央公園は多くの小中学生が利用して

います。菓子を食べている児童へはごみを

きちんと処理するように声を掛けました。

東屋では、ドリルやノートを広げ、仲良く

勉強する姿も見られました。 

・浅羽東公民館南側の公園の東屋で中学生が

ゲームをしながら談笑していました。声を

掛けると、中学校生活について楽しそうに

話をしてくれました。 

 

・市内の中学生が他市町の生徒とつながり始めている。学校にうまく居場所をつくれない生徒同

士が意気投合して非行行為に走る事案が増えてきている。 
・ＳＮＳがらみの事案では、お互いが年齢・性別・居場所等を偽って繋がることができるた

め、知らない間に事件に引き込まれ取り返しのつかない状況になるケースが多い。 

・薬物に係る事件が低年齢化している。種類によってはＳＮＳを利用して簡単に購入できるた

め、お金さえ出せば中学生でも手にすることができてしまう。 

・４月 13 日（火）16:20 国本 新屋      スマホかカメラで写真を撮られた 

・４月 23 日（金）15:15 国本 不入斗     自転車に乗った男から石を投げられた 

・５月 13 日（木）18:40 今井 ﾌｧﾐﾏ延久店交差点  自転車に乗った男が幅寄せしてきた 


